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「幼い頃のわくわくした思い出」 

大村城南高等学校長     大 坂 良 一 

 今になって振り返ると幼児期から小学校低学年にかけて実に様々なことを疑問に思っていた。毎日が不思議

の連続だった。「どうなっているんだろう？」頭の中には、はてな（？）マークが飛び交っていた。しかし周

りの大人に質問することはなかった。というより、質問をするという行為を知らなかった。頭の中の右脳で考

えて自分勝手な解釈をし、わくわくするようなことを想像していた。 

私が５歳（昭和３９年東京オリンピックの年）の時に、遅ればせながら我が家にもテレビがきた。テレビの

上には、陶器でできたビクターの犬の置物があった。スイッチを入れてしばらくしてからブラウン管が明るく

なり画像が見えてきた。テレビの中に人がいると思って覗き込むと、後部の小さな穴から真空管が明るくなっ

ているのが見えた。どこに人がいるんだろうと不思議に思っていた。家に人がいない時、後部の板をはずして

テレビの中を確認したが、テレビの中には人はいなくてがっかりした。きっとブラウン管の中に何か大きな秘

密があると思った。 

家の近くに赤い大きな円筒形の郵便ポストがあった。なぜポストに手紙を入れると宛名の住所に届くんだろ

う。ポストの中身はどんな仕組みになっているんだろう。ポストの下から秘密の通路が全国各地に繋がってい

る。自分が着ている服に住所を書いてポストの中に入れば行きたいところに行けるかも知れないと思った。し

かしポストの投入口は狭くて人は入れないのであきらめた。それから何ヶ月か過ぎて、郵便屋さんがポストの

後部下を開けて郵便物を回収しているのを見たときは、ショックを受けて、唖然とした。 

小学館の『小学１年生』という月刊誌にウルトラマンの特集があった。そこにウルトラマンは身長４０ｍ、

体重３万５千トンと書いてあった。それを見てウルトラマンの実在を確信した。翌日の放課後、近所の上級生

と遊んでいるときにウルトラマンの話になって、ウルトラマンは本当に「いる」・「いない」で議論になった。

そこでウルトラマンがいることに自信を持っていた私は一人、上級生からなんと言われようが「ウルトラマン

はおる！小学館の本に身長や体重が書いてあったとぞ」と対抗した。わかってくれない上級生に腹を立てて泣

きながら家に帰った。本や教科書や新聞などが嘘を書くはずがないと思っていた。 

小学校２年の時、学校で地球儀の存在を知り日本の裏側はブラジルと教えてもらった。夏休みになってすぐ

に「ブラジルに行こう」と言って２歳下の弟を誘い、家の前の畑の隅をスコップや鍬で穴を掘った。初日は直

径１ｍ深さ 50cmぐらい掘った。２日目も掘ったが深さ 80cmぐらいにしかならなかった。このペースでは、夏

休み中にブラジルに行けないと思いあきらめた。 

以上とりとめのない思い出を列挙したが、「最近右脳を使っているんだろうか？」「わくわくすることを考

え行動することを躊躇していないだろうか？」と思うことがある。 

学校という組織も同じで、私は「元気な学校」を意識している。生徒や先生方がいきいきとし、同じベクト

ルで目標に向かって過ごしている学校。そのためにも自分の発想だけでなく、生徒や職員の柔軟な発想をたく

さん引き出して学校全体でわくわくすることを計画し、実行していきたい。ただ、ウルトラマンの実在は、未

だにわかっていない。 
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校長より 

４月２７日（金）、新入生歓迎遠足を行い

ました。岳ノ木場公園への約６ｋｍの道の 

 りを、クラス単位で楽しく歩きました。当日の天気はとてもよく、岳ノ 

木場公園では吹奏楽部の演奏で新転任の先生方の歌やダンスの披露や、 

クラス全員でフラフープをくぐるレクレーションなどを行いました。 

また、１年生も覚えたばかりの校歌を皆で合唱し、２･３年生の歓迎

に応えました。昼食、自由時間後は清掃活動をして、遠足を締めくくり

ました。 

 

 

歓迎遠足 
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部活動紹介   ～吹奏楽部～ 

 ５月１２日（土）、PTA総会を行いました。多数の保護者に来校していただき、学校の

様子を見ていただきました。また、当日は卒業生をお招きし、体験発表をしてもらいま

した。農業や子供とかかわる仕事、看護師などの職業に就いておられる先輩方の、高校

時代から現在に至るまでの貴重な体験を聞かせていただきました。 

 １６名の新入部員を迎え、現在３２名で

活動しています。４月末にハウステンボス

で開催された「ハウステンボスマーチング

バンドフェスタ２０１８」が、新入部員の

デビューとなりました。現在は「県高校連

合音楽会（５月）」、「県吹奏楽コンクー

ル（７月）」に向けて練習に励んでいます。 

ソフトボール部として活動

を始めて１０年目になりまし

た。高校総体でベストプレーを

して、「勝つ」という目標を持

ち、一日一日の練習と練習試合

を 
 

 

 

６月 ２日（土） ～６月 ４日（月）     高校総体 

６月 ７日 (木) ～６月 12日（火） １年生田植え 

６月１４日（木）       ２・３年進路ガイダンス 

 
 

 

６、７月の行事予定 

ＰＴＡ総会 

を重ねてきました。１０名という少ない部員ですが「一致団結」して頑張ります。 
 

 

６月２８日（木）～７月４日（水）１学期末考査 

７月 ９日（月）               城南生と語る会 

７月１９日（木）                球技大会 

７月２０日（金）        終業式 

１年生校外学習 

～ソフトボール部～ 

野菜の皮を試行錯誤してむきました 

４月１２日(木)、１年生１６０名は国立諌早少年自然の家へ、校

外学習に行きました。主に、飯盒炊飯やカレー作り、アイスブレー

キングを行いました。活動を通して、先生方や級友とのコミュニケ

ーションを深め有意義な１日を過ごしました。 

薪割り体験 自分たちで作ったカレーは 

おいしいようです。 

農産物・加工食品の販売も行いました 卒業生による体験発表 総会の様子 


